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図 3・ 03 熊 本 平 野 の 貝 塚 分 石

わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
秋
津
校
区
は
、
秋
津
地
区

（秋
津

・
若
葉

・
桜
木

・
桜
木
東
校
区
）
の

母
な
る
校
区
で
あ
る
。

藩
政
時
代
よ
り
秋
津
川
沿
い
の
台
地
上
に
形
成
さ
れ
て
い
た
沼
山
津

・
中
無
田
・
下
無
田

（新
村
）

の
三
集
落
を
基
幹
と
し
て
熊
本
市
の
東
部
発
展
に
伴
い
、
漸
次
開
発
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
所
で
あ

る
。

校
区
は
、

「秋
津

一
～
三
丁
目

ｏ　
東
野

一
～
四
丁
目

・
沼
山
津

一
～
四
丁
目

・
秋
津
新
町

・
秋
津

町
秋
田
の
全
域
と
若
葉
二
丁
目
の
一
部
」
を
範
囲
と
し
、
世
帯
数
四
千
九
百
四
十
戸

。
人
口
一
万
三

千
百
七
十
九
人

（平
成
十
四
年
二
月

一
日
現
在
）
で
あ
る
。

〔
一サ
有Ｊ　
　
にず
由＝
　
　
」翼・帽
爆
　
　
ｍ一猟一酬冽
　
　
〕

で
ド
　
薔
梓
　
外
ヽ
　
隅
里
　
■
退

　
職
洲
　
　
（
マ
ッ
プ
番
号

2

所
在
地
　
　
熊
本
市
沼
山
津

一
丁
目

熊
本
市
の
遺
跡
地
図
に
は
範
囲
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
熊
本
市
史
に
も
弥
生
時
代
の
遺
跡
と
記
さ

れ
て
い
る
の
み
で
そ
れ
以
上
の
記
述
は
な
い
。

２
　

沼

山

津

員

塚

（
マ
ッ
プ
番
号

3

所
在
地
　
　
熊
本
市
秋
津
三
丁
目

一
七
―

一
（
一
三
八
七
番
地
）

員
塚
の
南
面
に
は
秋
津
川
が
流
れ
、
水
面
か
ら
の
高
さ
は
二
奇
余
で
あ
る
。

一
二

一
　

　

恥
仏

轟
年

扶
供

Ｖ
△

:|:.111■
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（昭
和
４
３
年
）

（出
所
　
　
新
熊
本
市
史
通
史
１
巻
）

轟
一電
ｒ・・
習
書
．
一』
Ｆ
躊
闘

写 真 3 () 1 沼 山 津 員 塚  ｀

発 掘 調 査 風 景態
塚
状

員
土

津
出

山
の

沼
ラヘ

２
製

０
骨

写 真 3

員
塚
の
標
高
は
約
五

・
五
布
で
、
現
在
の
海
岸
線

（有
明
海
）
と
は

一
五

・
五
ち
隔
た
り
、
典
型
的
な
縄

文
海
進
期
の
貝
塚
で
あ
る
。

当
貝
塚
は
昔
か
ら

「員
原

（き
ゃ
あ
ば
る
）
」
と
の
字
名
で

「此
の
地

一
二
尺
を
掘
れ
ば
員
殻
を
出
さ
ざ

る
な
し
。
蓋
し
往
時
こ
の
辺

一
帯
入
海
な
り
し
な
ら
ん
か
」
と
云
わ
れ
、
又
昭
和
五
年

（
一
九
二
ｏ
）
秋

津
小
学
校
南
側
の
畑
を
切
り
下
げ
、
耕
地
整
理
中
に
無
数
の
石
斧
が
出
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
昭
和
初
年
か
ら
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
所
在
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。

昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
）
秋
津
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
貯
水
槽
拡
張
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
に
よ
り
、

一
部
発
掘
が
行
わ
れ
、
縄
文
中
期
よ
り
後
期
前
半
ま
で
を
主
体
と
す
る
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

十
歳
く
ら
い
の
埋
葬
さ
れ
た
小
児
人
骨
も
発
掘
さ
れ
た
。

（北
枕
、
西
向
き
届
葬
、
上
に
石
）

な
お
貝
塚
は
同
四
十
二
年
客
土
に
よ
っ
て
覆
土
さ
れ
、
全
貌
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

自
然
遺
物
は
ハ
マ
グ
リ
が
主
体
で
、
カ
キ
及
び
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
若
千
の
バ
イ
ガ
イ
と

獣
片
を
見
た
。
　
主
な
出
土
品
は
次
の
通
り

出
土
土
器
　
　
「阿
高
式

・
並
木
式

・
南
福
寺
式

・
出
水
式

・
御
手
洗
Ａ
式

・
鐘
ケ
崎
式

・
北
久
根

山
式
」
な
ど
縄
文
中
期
初
頭
か
ら
晩
期
初
頭
の
阿
高
式
系
や
鐘
ケ
崎
式
系
の
縄
文
土
器

土
製
品
　
　
土
錘

（石
の
お
も
り
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

石
器
　
　
　
石
鏃

（や
じ
り
）

・
石
匙

（石
の
ナ
イ
フ
）

・
磨
石

（木
の
実
な
ど
を
す
り
つ
ぶ
す
　
　
＝

石
）

。　
石
皿
・
凹
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

骨
角
器
　
　
骨
製
の
ヘ
ラ

周
辺
の
阿
高
式
系
の
上
器
を
出
す
遺
跡
と
し
て
は
熊
本
市
江
津
湖
遺
跡

・
熊
高
敷
地
内

・
下
益
城
郡
域

南
町
阿
高
員
塚
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
縄
文
後
期
前
半
の
鐘
ケ
崎
式
土
器
を
伴
う
周
辺
の
員
塚
に
は
上
益
城
郡
嘉
島
町
す
二
丁
テ
員
塚
、

同
郡
御
船
町
甘
木
員
塚
な
ど
が
あ
り
、
縄
文
海
進
の
線
を
た
ど
る
貴
重
な
遺
跡
と
み
て
よ
い
こ

（日
本
歴
史
地
名
体
系
　
熊
本
県
の
地
名

・
熊
本
市
東
部
文
化
計
調
査
報
告
書
）

〔
　
　
斗
一寸
り
　
　
・―
汁利
」
　
〕

3

勝
――
　
出
例
　
描
押
一　
昇
性

　

（
マ
ツ
プ
番
号
　
　
１２
　
）

鎮
座
地
　
　
熊
本
市
沼
山
津
四
丁
目
二
番
　
　
（上
津
代
里
）

ｉ
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（出
所
　
　
新
熊
本
市
史
通
史
１
巻
）

憂

「

牽

霞

・・

注
記

一
竹
内
神
社
は
、
平
成
に
入

っ
て
改
築
さ
れ
て
お
り
、

一　
右
の
写
真
は
改
築
後
で
あ
る
。

祭
神
　
伊
奨
諾
尊
　
　
伊
奨
冊
尊
　
　
速
玉
男
之
神

秋
津
村
誌
に
よ
れ
は
慶
長
十
八
年

（
三
ハ
一
三
）
の
創
始
と
な
っ
て
い
る
。

秋
津
小
学
校
の
南
、
秋
津
川
の
ほ
と
り
に
、
大
木
に
囲
ま
れ
た
森
の
中
に
あ
る
。
境
内
も
広
く
、
石
垣
の

上
に
石
の
玉
垣
を
め
ぐ
ら
し
て
正
面
鳥
居
は
南
面
し
て
い
る
。

拝
殿
に
は
下
り
藤
の
紋
が
つ
い
て
お
り
、
奥
の
神
殿
の
棟
に
は
藤
輪
の
中
に
違
い
鷹
羽
の
紋
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
。

（注
　
昭
和
四
十
六
年

一
二
月
二
九
日
の
調
査
時
点

・
現
在
は
平
成
に
入
っ
て
社
殿
が
改
修

さ
れ
、
本
来
の
下
り
藤
の
紋
の
み
に
直
さ
れ
て
い
る
）

写

写 真 3・ 03 竹 内 神 社

3

耕
刊
　
ユ
囚
］

Ｈ畑
ＩＴ
　
韓
性

　

（
マ
ツ
プ
番
号
　
　
１２
　
）

鎮
座
地
　
　
熊
本
市
沼
山
津
四
丁
目
二
番
　
　
（上
津
代
里
）

祭
神
　
少
彦
名
神

県
道
木
曲
線
と
小
池
竜
籠
線
の
交
差
点
か
ら
南

へ
折
れ
る
と
、
ま
も
な
く
東
入
小
路
の
奥
に
あ
る
。

（沼
山
津
神
社
を
南

へ
約
百
五
十
傷
）
　

も
と

「年
禰
社
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
明
治
以
降

「竹
内

（た
け
の
う
ち
）
神
社
」
と
呼
ば
れ
る
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
。

社
殿
は
、
二
間
四
方
妻
入
り
の
拝
殿
と
二
間
四
方
平
入
り
の
神
殿
を
組
合
わ
せ
て
あ
る
．
屋
根
は
瓦
葺

き
で
、
瓦
の
紋
は
違
い
鷹
の
羽
で
あ
る
。

拝
殿
に
は
明
治
二
十
年

（
一
八
八
七
）
の
社
殿
造
営
の
寄
附
付
け
が
あ
り
、
絵
馬
も
同
年
以
降
の
も
の
ば

か
り
で
、
明
治
二
十
年
の
造
営
で
面
目
を

一
新
し
た
よ
う
で
あ
る
。

本
社
は
牛
馬
の
神
と
し
て
、
農
家
の
信
仰
が
厚
く
、
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
す
べ
て
馬
の
絵
で
あ
る
。
時
代

の
移
り
変
わ
り
で
、
さ
び
れ
て
何
枚
か
は
失
わ
れ
て
い
る
。

拝
殿
左
の
手
水
鉢
は
凝
灰
岩
製
で
、

「天
保
八
年

（
一
八
三
七
）
当
村
若
者
中
」
の
銘
が
あ
る
。

社
殿
右
に
は
、
周
囲
四

・
七
布
の
榎
の
大
木
が
往
時
を
偲
ぶ
か
の
よ
う
に
生
い
茂

っ
て
い
る
。

別
名

「馬
ん
神
さ
ん
」
と
も
呼
ぶ
。

（熊
本
市
東
部
文
化
財
調
査
報
告
書

・
秋
津
小
百
周
年
記
念
雑
誌
　
秋
津
の
歴
史
）

4

占
Ｔ
麺
皿
ハ
［用
意
鷲
ハ
瞬
巧
虚
雌
仙
響
担
怯

　

（
マ
ツ
プ
番
号
　
１９
　
）

鎮
座
地
　
　
熊
本
市
秋
津
三
丁
目
四
番
三
八
号

（
一
八
六
四
番
地
）

（上
丁
）

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

は
や
た
ま
お
の
か
み
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注一
明
治
は
、
明
治
四
五
年
七
月
三
〇
日
に
大
正
に
改
元
さ
れ

一

一
て
い
る
。　
　
一
月
は
ま
だ
明
治
四
五
年

（
一
九

一
二
）
　

一

昔
か
ら
、
中
無
日
の
鎮
守
の
神
様
と
し
て
信
仰
が
厚
い
。
神
社
の
神
殿

・
拝
殿
と
も
沼
山
津
神
社
と
同

規
模
の
も
の
で
あ
り
、
社
殿
は
天
保
七
申
年

（
一
八
三
六
）
の
改
築
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

寛
文
の
国
郡

一
統
志
に
も

「中
無
田
二
権
現
ア
リ
」
と
、
肥
後
国
誌
に
も

「権
現
宮
祭
九
月
十
九
日
氏

神
ナ
リ
」
と
あ
る
。

境
内
の
石
灯
籠
に

「元
文
二
丁
己
暦

（
一
七
三
七
）
八
月
十
九
日
　
本
寄
進
下
産
子
中
」
の
刻
銘
が
あ

る
。

一　
。
三
百
年
経

っ
た
と
思
え
●́
六
本
が
、
神
社
の
厳
か
さ
を
か
も
し
だ
し
て
い
る
。
境
内
の
大
椋
は
日
通

し
周
囲
四
四
二
ン
を
計
る
。

昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）
に
二
五
〇
年
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（熊
本
市
東
部
文
化
財
調
査
報
告
書

・
秋
津
小
百
周
年
記
念
雑
誌
　
秋
津
の
歴
史
）

当
神
社
に
は
御
神
体
の
外
に
、

「僧
形
神
像
三
体
」
も
併
せ
祀
ら
れ
て
い
る
。

神
殿
内
の
柱
に
は
、
今
な
お
西
南
戦
争
時

（
四
月
十
四
日
と
思
わ
れ
る
）
の
、
い
わ
ゆ
る
西
郷
弾
痕
が
打

ち
込
ま
れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
。

明
治
四
十
五
年

（
一
九

一
二
）

一
月
　
二
ｏ
ｏ
年
季
の
鳥
居
が
氏
子
中
に
よ
り
、
大
正
十
年

（
一
九
二
　
一

一
）
に
は
斉
藤
光
太
郎
に
よ
り
手
水
鉢
石
が
、
昭
和
十
二
年

（
一
九
二
七
）
七
月
に
は
中
山
博
吾

・
ジ
一
　

Ｈ

に
よ
り
、
灯
籠

一
対
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
十
二
年

（
一
九
二
七
）
に
祝
詞
所

。
弊
殿

・
拝
殿
が
改
築
さ
れ
て
い
る
´

寄
進
者
の
名
前
を
刻
ん
だ
玉
垣
で
境
内
が
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
一
」昭
三́
十、圭
一（
一

御
大
程
を
記
念
し
て
西
及
び
南
側
垣
が
、
平
成
十
年

（
．
九
九
八
）
に
は
神
社
創
建
三
八
■
〓
手
・一・一〓二一́

・

て
東
側
の
玉
垣
が
寄
進
さ
れ
た
。

又
、
昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）

一
〇
月
に
は
、
二
五
〇
年
祭
か
行
わ
れ
ス
〓
二
（に
、
三
二
（
こ
一一票

記
念
碑
が
建
立
さ
れ
、
吉
本
平
太
郎

・
高
宮
政
吉
に
よ
り
三
五
０
年
記
念
●
拍
六

一
一た

，
一彗
争
喜
手
一
て

´

る
。
平
成
十
年

（
一
九
九
八
）
五
月
に
は
、
傾
き

つ
つ
あ
つ
た
鳥
居
１
移
設
修
二
き
■
て

るヽ
＾

目
通
し
周
囲
四
四
二
ン
を
計
る
境
内
の
大
椋
は
、
熊
本
吉
指
定
保
存
樹
木

（昭
和
五
十

一
年
第
六
十

一

号
）
と
な
っ
て
い
る
。

大
正
元
年

（
一
九

一
二
）
の
大
洪
水
記
念
樹
の
銀
杏
も
す
で
に
大
木
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
山

本
藤
太
郎
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た

「大
正
元
年
大
洪
水
記
念
銀
杏
植
樹
の
記
念
碑
」
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
い
る
。

１

＾
■
〓
ｉ
一肯
ｔ
一　
　
一二

・
，
一

一
一
　

〓
〓
√

Ｆ

一７
・
・
」
一肛

・
　

■
響

一〓〓
一
一　
二

占

・に

に
・一̈

匡

手
二
画
千

二
浸
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明
治
は
、
明
治
四
五
年
七
月
三
〇
日
に
大
正
に
改
元
さ
れ

て
い
る
。　
　
一
月
は
ま
だ
明
治
四
五
年

（
一
九

一
二
）

大
正
元
年

（
一
九

一
二
）
の
大
洪
水
記
念
樹
の
銀
杏
も
す
で
に
大
木
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
山

本
藤
太
郎
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た

「大
正
元
年
大
洪
水
記
念
銀
杏
植
樹
の
記
念
碑
」
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
い
る
。

こ
の
銀
杏
樹
は
、
大
正
元
年
八
月
の
大
洪
水
の
御
り
、
水
勢
甚
だ
し
く
濁
流
は
境
内
を
満
々
と
浸

し
、
舟
に
て
社
殿
を
周
遊
せ
り
。

こ
の
大
自
然
の
猛
威
を
記
念
し
て
田
島
久
次
郎

・
山
本
藤
太
郎
の
両
名
に
て
植
樹
せ
し
も
の
な
り
。

後
年
毎
々
大
出
水
あ
れ
ど
　
此
の
時
の
大
洪
水
に
及
ぶ
も
の
昭
和
の
今
日
に
至
る
ま
で
遂
に
見
た
こ

と
な
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
七
年
八
月
建
之
　
　
山
本
藤
太
郎

平
成
元
年

（
一
九
八
九
）
鶯
川
改
修
で
境
内
が

一
七
六

一
平
方
布
買
い
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
代
金
で
社

殿
の
大
改
築
が
行
わ
れ
、
平
成
三
年

（
一
九
九

一
）
六
月
完
成
し
た
が
、
そ
の
記
念
碑
の
台
座
に
は
次
の

様
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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地
域
の
氏
神
と
し
て
多
く
の

尊
崇
を
集
め
中
無
田
の
歴
史

と
共
に
栄
え
て
来
た
当
神
社

も
鶯
川
改
修
工
事
計
画
に
よ

っ
て
境
内
割
譲
の
や
む
な
き

に
至
り
氏
子

一
同
合
議
の
上

此
の
補
償
費
を
も

っ
て
基
金

と
し
御
即
位
奉
祝
記
念
行
事

と
併
せ
て
屋
根
鋼
板
張
り
替

え
並
び
に
社
殿
の
修
復
を
行

い
貴
重
な
遺
産
を
後
世
に
残

す
為
記
念
碑
を
設
立
す
る

平
成
二
年
七
月
着
工

平
成
二
年
六
月
成
就

改
修
が
完
成
し
、
平
成
三
年
十
月
五
日
に
落
成
式
を
行
う
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
た
が
，
九
月
二
十

七
日
の
台
風

一
九
号
。
熊
本
気
象
台
観
測
初
の
最
大
風
速
五
二

・
六
傷
で
境
内
の
古
木
の
大
部
分
が
吹
き

倒
さ
れ
、
そ
の
倒
木
で
折
角
修
理
し
た
社
殿
が
大
被
害
を
被
る
。

落
成
式
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
翌
四
年
再
び
修
理
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

平
成
十

一
年

（
一
九
九
九
）
九
月
二
十
四
日
、
再
び
の
台
風
十
八
号
で
辛
う
じ
て
残

っ
て
い
た
椋
の
古

木
が
途
中
か
ら
吹
き
折
れ
る
。
幸
い
に
社
殿
と
落
成
記
念
碑
す
れ
す
れ
の
所
に
大
木
の
枝
が
落
ち
た
の
で

危
う
く
大
き
な
被
害
に
な
ら
ず
に
助
か
っ
た
。

二
～
三
百
年
栄
え
て
き
た
杉

・
椋
の
大
木
は
二
回
の
台
風
で
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、
東
側
に

一
本
の
椋
の

古
木
が
残
る
だ
け
に
な

っ
た
。
元
六
本
あ

っ
た
保
存
指
定
木
は
こ
の

一
本
の
み
と
な

つ
た
。

た
び
重
な
る
台
風
で
な
く
な

っ
た
、
か

っ
て
の
杉
の
な
か
に
は
、
寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）
か
ら
四
年
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